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現状の評価現状の評価

現況分析（図書館）

旧耐震 新耐震

施設
数

延床面積 施設
数

延床面積

面積[㎡] 割合[%] 面積[㎡] 割合[%]

ソ
フ
ト

50以上 0 0.00 0.0 1 5,314.68 68.2

50未満 1 2,477.49 31.8 0 0.00 0.0

平均築年数 平均耐震対応率 平均現地調査

29.5 50.0 2.58

旧耐震基準の施設 新耐震基準の施設

※延床面積で算出。

北図書館
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旧耐震基準の施設

中央図書館
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新耐震基準の施設
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延床面積（㎡）

建
築
年

評価対象施設は2、面積は約8千㎡で、全体の0.6％※を占めて
おり、旧耐震基準の施設が1 、新耐震基準の施設が1で平均耐震
対応率は50%となっており、安全面で課題のある施設がある。
供給面では、貸し出し冊数が多いことから稼働率で北図書館の
相対的な評価が高くなっている。
財務面では、中央図書館が北図書館より面積あたりの市の収支
や原価率において相対的に効率的な運営となっていることから、
北図書館の評価が低くなっている。
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現況分析（図書館）

1

旧耐震基準の施設旧耐震基準の施設

評価指標
品質：築年数

耐震対応率
現地調査

供給：年間貸出冊数／蔵書数
延床面積／1日利用者数

財務：収支／延床面積
(支出-収入)／支出

新耐震基準の施設新耐震基準の施設

※ 黄色い網掛けは、アンケート無記入の項目。

※ ただし、「支出」は突発的に発生する
「工事請負費」は差し引いた値を用いる。

築年数(年) 偏差値
耐震

対応率
偏差値 現地調査 偏差値

稼働率

（%）
偏差値

利用者一人あた

り面積（㎡/人)
偏差値

面積あたりの市の収

支（千円/㎡）
偏差値 原価率 偏差値

2326 中央図書館 5,314.68 24.0 55.8 100.0 56.0 2.52 41.1 51.0 111.78 42.9 - - 20.12 57.1 98.66 57.1 52.4 Ⅰ

象限

平均

偏差値

(ハード）

財務 平均

偏差値

（ソフト）

台帳
番号

施設名称
占有面積

（㎡）

品質 供給

築年数(年) 偏差値
耐震

対応率
偏差値 現地調査 偏差値

稼働率

（%）
偏差値

利用者一人あた

り面積（㎡/人)
偏差値

面積あたりの市の収

支（千円/㎡）
偏差値 原価率 偏差値

2327 北図書館 2,477.49 35.0 47.5 0.0 32.4 2.64 39.1 39.7 351.89 57.1 - - 39.35 42.9 99.64 42.9 47.6 Ⅳ

平均

偏差値

（ソフト）

象限施設名称
占有面積

（㎡）

品質台帳
番号

平均

偏差値

(ハード）

供給 財務










